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ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
当
山
で
は
毎
年
十
一

月
二
十
三
日
に
は
「
須
磨
の
火
祭
り
」
と
称
し
た
、

山
伏
の
衣
装
を
纏
っ
て
屋
外
で
火
を
焚
く
「
柴さ
い
と
う燈
護ご

摩ま

」
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

柴
燈
護
摩
は
修
験
道
の
野
外
で
修
す
る
護
摩
で
、

日
本
古
来
の
神
様
及
び
霊
魂
に
対
す
る
信
仰
や
習
俗

を
密
教
的
に
解
釈
し
、
そ
の
密
教
の
護
摩
の
作
法
を

も
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

修
験
道
に
は
仏
教
系
と
神
道
系
の
二
つ
が
あ
り
、
仏

教
系
で
は
現
在
、
聖
護
院
を
本
山
と
す
る
、
神じ
ん
ぺ
ん変

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

・
役
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
が
創
始
の
天
台
宗
系
の
本
山
派
と
、

醍
醐
寺
を
開
創
さ
れ
た
聖
し
ょ
う
ぼ
う宝

・
理り
げ
ん
だ
い
し

源
大
師
を
創
始
と

す
る
真
言
宗
系
の
当
山
派
の
二
つ
が
あ
り
、
ど
ち
ら

も
活
発
な
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

柴
燈
護
摩
は
山
伏
と
呼
ば
れ
る
修
験
者
に
と
っ
て
、

大お
お
み
ね
さ
ん

峯
山
や
石い
し
づ
ち
さ
ん

鎚
山
な
ど
の
聖
山
、
霊
山
と
呼
ば
れ
る

山
々
へ
の
入
峯
に
際
し
て
執
り
行
う
大
変
重
要
な
修

法
で
し
た
が
、
そ
の
灼
あ
ら
た
か
な
霊
験
か
ら
、
全
国
の
神

社
仏
閣
で
の
例
祭
や
法
要
、
節
分
会
、
追
悼
法
要
か

ら
交
通
安
全
祈
願
な
ど
で
も
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

柴
燈
護
摩
の
道
場
は
五
方
に
五
色
の
幣へ
い

を

立
て
て
し
め
縄
を
回
し
、
中
央
に
護
摩
壇
を

築
き
、
縦
横
の
井
桁
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
護

摩
木
を
、
檜
葉
や
杉
の
葉
で
覆
い
ま
す
。
点

火
の
前
に
は
山
伏
問
答
が
行
わ
れ
た
り
、
道

場
を
結
界
す
る
た
め
の
斧
の
作
法
、
宝
弓
の

作
法
、
宝
剣
の
作
法
な
ど
が
執
り
行
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
僧
侶
や
山
伏
が
太
鼓
や
法
螺
貝
や
錫
杖

の
響
き
と
共
に
読
経
す
る
中
、
大
き
な
火
が
上
が
っ

た
護
摩
壇
の
中
に
名
前
や
年
齢
、
願
い
ご
と
の
書
か

れ
た
添
え
護
摩
木
を
投
入
し
、
清
浄
な
火
に
よ
る
諸

願
成
就
、
悪
事
退
散
を
祈
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
そ

の
護
摩
の
あ
と
の
焚
火
の
上
を
裸
足
で
歩
く
火
渡
り

を
し
て
、
穢
れ
を
祓
い
、
生
ま
れ
清
ま
り
の
再
生
を

願
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
参
り
下
さ
い
。

　

ま
た
ご
縁
を
頂
き
、
近
畿
一
円
の
三
十
六
ヶ
寺
で

構
成
さ
れ
る「
役
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
れ
い
せ
き
ふ
だ
し
ょ
か
い

行
者
霊
蹟
札
所
会
」の
一
員
と
な
り
、

本
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、
吉
野
の
金き
ん

峯ぷ
せ
ん
じ

山
寺
で
行
わ
れ
る
「
出
開
帳
」
に
出
仕
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
遠
方
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
都

合
が
良
け
れ
ば
ご
参
拝
下
さ
い
。

　

尚
、
当
山
で
は
護
摩
堂
内
の
、
本
尊
向
か
っ
て
右

側
に
、
神
変
大
菩
薩
を
お
祀
り
し
て
お
り
ま
す
。合

掌

　
　

大
本
山
須
磨
寺　

貫
主

   　
　

 　
　

小
池　

弘
三

三重塔　秋
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こ
の
度
、
須
磨
寺
塔
頭
正
覚
院
で
は
、
須
磨
寺
仁
王
門
前
の
龍
華
橋
東
側
に

新
た
に
永
代
供
養
堂
「
如
実
知
自
心
」
を
建
立
致
し
ま
し
た
。
堂
内
に
は
各
家

ご
と
に
仕
切
り
を
付
け
た
個
別
の
納
骨
棚
を
三
百
七
棚
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

納
骨
棚
に
は
一
棚
あ
た
り
二
霊
か
ら
四
霊
ま
で
の
御
遺
骨
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

落
慶
法
要
は
令
和
元
年
五
月
六
日
、
檀

信
徒
約
百
五
十
名
ご
参
列
の
な
か
盛
大
に

営
ま
れ
ま
し
た
。
当
日
は
午
後
一
時
よ
り

正
覚
院
住
職
導
師
の
も
と
御
本
尊
大
日
如

来
様
の
開
眼
供
養
、
檀
信
徒
各
家
先
祖
供

養
、
納
骨
奉
安
法
要
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。

法
要
後
に
は
須
磨
寺
副
住
職
小
池
陽
人
師

の
ご
法
話
を
頂
き
、
そ
の
後
、
一
絃
須
磨

琴
に
よ
る
奉
納
演
奏
や
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト

リ
ア
の
テ
ー
マ
曲
を
声
楽
、
一
絃
琴
、
太

鼓
、
ピ
ア
ノ
で
合
奏
を
し
、
盛
会
に
て
法

要
を
無
魔
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

只
今
、
納
骨
棚
の
受
付
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
検
討
中
の
方
は
左
記
の

連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
ま
す

様
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。合

掌
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磨
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　去る九月七日に、須磨寺で「２０００人
ギター弾き語り」のチャリティーイベントが
行われました。楽器の弾き語りで東日本大震
災の被災地を応援する催しで、震災のあった
２０１１年から毎年開かれており、今年で第
九回目となりました。須磨寺での開催は、今
年で二回目となります。須磨区在住のシンガー
ソングライターで、「須磨のご当地歌のお兄さ
ん」として活動されている、しんごお兄さんが
発起人となり、当日募金を呼びかけ、集まっ
た寄付金で、ギターやウクレレなどを購入し、
東北の小中学校などに寄贈しています。しん
ごお兄さん自ら、東北まで楽器を届け、東北
の子どもたちに、楽器の演奏を教えるところま
でがプロジェクトとなっています。
　境内には、ギターやウクレレなどを手にし
た約４００名の方が集まり、「小さな世界」や

「上を向いて歩こう」などを一緒に歌い奏でて
東北の被災者にエールを送りました。
　当日集まりました募金額は183,167 円で、
ギターとウクレレを購入し、宮城県気仙沼市
にある「けせんぬま　おひさま保育園」の子
どもたちに届ける予定となっています。ご参加
してくださった方々へ感謝申し上げ、ご報告
とさせていただきます。

東日本大震災チャリティー
２０００人ギター
 弾き語り

正
覚
院
永
代
供
養
堂

如
実
知
自
心
落
慶
法
要
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来
る
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
・
土
曜
日
）
午
前
十
一
時
よ
り
、
須
磨
寺
秋
季
大
祭

「
須
磨
の
火
祭
り　

～
柴さ

い

燈と
う

大お
お
ご
ま

護
摩
供く　

火か
し
ょ
う
ざ
ん
ま
い

生
三
昧
火
渡
り
修
行
」を
厳
修
致
し
ま
す
。

柴
燈
護
摩
と
は
、
屋
外
で
焚
く
大
護
摩
の
こ
と
で
、
も
と
も
と
は
山
伏
が
山
の
中
で

行
っ
て
い
た
修
験
道
の
修
行
で
あ
り
、
不
動
明
王
の
智
慧
の
火
に
よ
っ
て
皆
様
の
諸

願
成
就
を
祈
り
ま
す
。
護
摩
壇
が
点
火
さ
れ
る
と
、
境
内
は
煙
で
包
み
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
煙
に
あ
た
れ
ば
、
無
病
息
災
の
ご
利
益
を
得
ら
れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
要
の
最
後
に
は
、
火
渡
り
修
行
が
行
わ
れ
ま
す
。
火
渡
り
は
火
の
上
を
歩
く
荒

行
で
す
。
浄
火
に
よ
っ
て
煩
悩
を
焼
き
尽
く
し
、
古
い
身
体
と
別
れ
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
年
を
無
事
に
終
え
た
事
を
仏
様
に
感
謝

し
、
火
渡
り
に
よ
っ
て
身
を
清
め
新
し
い
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

一
、
日　

時　
　
　

十
一
月
二
十
三
日
（
土
曜
日
・
祝
日
）
午
前
十
一
時
開
白

　

一
、
会　

場　
　
　

須
磨
寺
境
内　

※
荒
天
時
は
、
護
摩
堂
に
て

　

一
、
ご
祈
祷
　
　

特
別
祈
祷
札　
　
　

一
万
円
・
三
万
円
・
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

添
護
摩
木　
　
　
　

千
円

　

一
、
火
渡
り　
　
　

厄
年
特
別
火
渡
り　

五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
般
火
渡
り　
　
　

二
千
円
〈
先
着
百
五
十
名
〉

　
　
　
　
　
　
　

※
火
渡
り
申
込
の
方
に
は
当
日
お
札
、
行
者
手
ぬ
ぐ
い
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

※
火
渡
り
修
行
は
荒
行
で
す
。
多
少
の
や
け
ど
も
あ
り
得
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　申
込
書
の
注
意
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

一
、
お
申
し
込
み　

須
磨
寺
派
各
寺
院
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
に
来
年
厄
年
を
迎
え
る
方
は
、
厄
難
消
除
の
た
め
に
、
火
渡
り
を

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　　

令
和
二
年　

厄
年
表

　
　

 

平
成　

十
四
年
生
（
女
性　

厄
年
）　

平
成　
　

八
年
生
（
男
性　

厄
年
）

　
　

 

平
成　

元　

年
生
（
女
性　

前
厄
）　

昭
和
五
十
五
年
生
（
男
性　

前
厄
）

　
　

 

昭
和
六
十
三
年
生
（
女
性　

本
厄
）　

昭
和
五
十
四
年
生
（
男
性　

本
厄
）

　
　

 
昭
和
六
十
二
年
生
（
女
性　

後
厄
）　

昭
和
五
十
三
年
生
（
男
性　

後
厄
）

　
　

 
昭
和
五
十
九
年
生
（
女
性　

厄
年
）　

昭
和
三
十
五
年
生
（
男
性　

厄
年
）

　
　

 

昭
和
三
十
五
年
生
（
女
性　

厄
年
）

須
磨
の
火
祭
り
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蓮
生
院
死
生
観
く
っ
ち
ゃ
べ
り
会

　

参
加
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
死
生
観
に
つ
い
て
語
り
合
う
（
く
っ
ち
ゃ
べ
る
）
集
ま
り
で
す
。
自

分
や
他
人
の
死
生
観
に
触
れ
る
こ
と
で
世
界
観
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
寺
の
静
か
な
空
間

で
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
お
寺
で
写
経
と
瞑
想
の
体
験
会
を
致
し
ま
す
。
気
軽
に
で
き
る
写
経
・
瞑
想
体
験
で
す
の
で
、

今
ま
で
経
験
の
な
い
方
で
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
瞑
想
会
の
後
に
お
茶
を
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
心
身
共
に
ゆ
っ
た
り
と
し
て
く
だ
さ
い
。（
写
経
の
み
、
瞑
想
の
み
の

参
加
も
可
能
で
す
。
足
を
組
み
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

写
経
・
瞑
想
体
験
会

蓮生院十一月・十二月の行事予定

二
つ
と
も
事
前
申
し
込
み
制
で
す
。

前
日
ま
で
に
蓮
生
院
の
寺
務
所
に
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

蓮
生
院
電
話
番
号　

〇
七
八
―
七
三
一
―
二
三
一
一

日　
　

時
：
十
一
月
三
日
（
日
）、
十
二
月
八
日（
日
）

         　

十
四
時
～
十
五
時
半

場　
　

所
：
蓮
生
院
客
間　
　

        　

参
加
費
：
千
円　
　

持
ち
物
：
筆
記
用
具
・
お
飲
み
物　

  

講　
　

師
：
山
脇
由
記
子

日　
　

時
：
十
一
月
二
十
四
日（
日
）
十
二
月
二
十
九
日（
日
）

　
　
　
　
　

写
経
会
十
四
時
～
十
五
時
半　

　
　
　
　
　

瞑
想
会
十
六
時
～
十
七
時
半
（
受
付
は
三
十
分
前
か
ら
）　

場　
　

所
：
蓮
生
院
本
堂　
　

参
加
費
：
写
経
五
百
円
・
瞑
想
会
千
円

日時

場所

令和
元年11月3日（日）午　後一時半

須磨寺本坊書院

須磨寺副住職　小池陽人　法話会
　令和元年十一月三日（日）午後一時半、須磨寺　本坊
書院に於いて、須磨寺副住職　小池陽人　の法話会を執
り行います。
　公開収録という形で、当日撮影した法話を、後日
YouTube チャンネル「小池陽人の随想録」にアップ
する予定です。参加費無料で、どなた様でもお気軽にお
越し下さい。
　尚、席の数には限りがありますのでご了承下さい。


